
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年１１月１０日              NO,６２８ 

 

   中倉の十二様 

 中倉の十二様は、「大山祗尊」と 

「十二山社」と彫られた石塔が並 

んで祀られています。 

 むかし一人の男が山に上がって 

きて、中倉にある「牛殺し」の木 

で炭を焼こうと思い切りはじめると、切り口から血が流れだ

しましたが、男は「かまうことはない」と木を切りつづけて

いると、斧がどこかへ飛ばされてしまいました。 

 驚いた炭焼きは炭窯まで急いで帰ると斧が炭窯の前にあ

り、男は「これは十二様のおさとしにちがいない」と思い、

村人と相談し十二様を祀ったのが、「中倉の十二様」のはじ

まりという話が伝えられています。 

         高戸谷の産土神社 

 高戸谷の産土神社（うぶすな神社）は、明治４０年（１

９０７）７月に武尊神社に諏訪社と大山祗社を合祀し、産        

土神社となりました。 

          昭和４年（１９２９）４月に飛び火に

よって、石段の前にあった舞殿が焼失す

るという災難がありました。 

          鳥居の横には、双体道祖神と道祖神と

石に彫られた文字塔、本殿横にはお地蔵

様や馬頭観音などの石造物があります。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
自
民
党
は
、
安
倍
首
相
が
掲
げ
る
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
改
憲
実
現
に
む
け
、

全
国
各
地
で
集
会
を
開
く
な
ど
策
動
を
強
め
、
今
国
会
中
に
改
憲
案
提
示
を
企
て
て
い
ま
す
。 

 

日
本
国
憲
法
は
、
１
９
４
６
年
１１
月
３
日
に
公
布
さ
れ
、
１
９
４
７
年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、
憲

法
前
文
に
は
、「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
お
こ
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を

決
意
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
に
立
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
争
の
放
棄
と
戦
力

の
不
保
持
・
交
戦
権
の
否
定
を
定
め
た
憲
法
９
条
は
、
そ
の
核
心
部
で
す
。 

 

安
倍
首
相
が
す
す
め
る
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
改
憲
は
、
９
条
の
規
定
を
死
文
化
・
空
文
化
さ
せ
、

自
衛
隊
が
大
手
を
振
っ
て
海
外
で
武
力
行
使
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
世
論
調
査
会
の
世
論
調
査
で
は
、
９
条
を
改
憲
す
る
「
必
要
は
な
い
」
が
５６
・

３
％
に
上
り
（
東
京
新
聞
１０
月
１３
日
付
）、
安
倍
首
相
が
す
す
め
る
９
条
の
改
憲
は
、

国
民
の
思
い
に
逆
ら
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 第６６回沼田市文化祭が２日から４日まで、沼田小学校屋内運動場、中

央公民館を会場に開かれ、華道作品、書、盆栽、絵画、色彩魚拓、写真、           

俳句、短歌、山野草、絵手紙など多彩な市民の

作品が展示され、茶会も開かれました。 

 中央公民館４階ホールでは、詩吟、カラオケ

の発表、ばか面踊りなどがおこなわれました。 

 白沢町文化祭と利根町文化祭は、２日と３日

にそれぞれ開かれました。 

 東原文化作品展、西原新町文化祭、材木町区民展が１

０月２６日と２７日に開かれ、絵画、書、彫刻、手芸、

写真、切り絵、陶芸、俳句など数多くの作品が展示され、

多くの方が訪れました。 

 東原新町では、「沼須人 

形芝居」が披露され、「南 

京玉すだれ」が参加者を 

楽しませてくれました。 

 西原新町では、茶席（ 

写真）が設けられました。 

 日本共産党、立憲民主党、国民民主党、社会民主党、

新社会党の群馬県内の５野党と市民が２日、高崎市で「戦

争への道は許さない１１．２群馬大集会を開きました。 

 集会では、日本共産党、立憲民主党などの代表が「力

を合わせ、憲法９条を

守ろう」と訴えました。 

                集会には約８００人

が参加し、集会後にデ

モ行進をおこない「憲

法改悪をくい止めよ

う」とよびかけました。 

 沼田市議会経済建設常任委員会は１０月２９日、愛知県瀬戸市の「瀬戸

地域アグリカルチャー推進協議会」の取り組みを視察しました。 

 瀬戸市では、農業従事者の高齢化と担い手の減少などにより、遊休農地

の増加などが深刻な問題となり、市では、農業団体などと協議をすすめ、 

平成２２年（２０１０）３月に「瀬戸地域アグリカルチャー推進協議会」

を設立し、「地産地消の推進」を基本スタンスとして、 

収益力の向上、遊休農地対策などをすすめていました。 

道の駅建設による農産物の出荷場所の拡大と地産地 

消の推進、農業塾卒塾生への農地の斡旋をおこない、 

遊休農地の解消に取り組んでいました。 


